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ヨーロッパにおける基本権の保護
- EUの欧州人権条約への加盟 -
パ トリック ドラ
(井上武史訳)
ら1 ヨーロッパの基本権保護システムの一貫性
A.判例が細島をきたすおそれ
B.欧州人権裁判所に対するECの責任免除
$2 EUの欧州人権集約への加盟
A.欧州人権条約の改正とEUの加盟手続
B.EUの地位およびEUの欧州人権集約への参画
1.第二次世界大戟後,西側の民主主義諸剛 ま.個人の基本権を厳戒に承認する必要があ
ることで一致した｡ただし,それらの権利の法的拘束力およびその国際的な裁判管轄につ
いては,根本的に意見が分かれることとなった｡1948年12月10日の国連総会決議で採択さ
れた世界人権宣副ま.高連な政治理念を描き出すものであったが,法的な拘束力や実効性
をほとんどもっていない｡､これとは逆に,欧州人権条約の独自性は,同条約が承認した権
利が直接裁判で争える点にある｡リスボン条約の発効によりEUが欧州人権条約に加盟し
たことで,このような法的枠組みは一層強化されることになる'1㌧
2,もともと,1949年5月5E]に欧州10カ恒】し21の間で調印された ｢欧州評議会の地位｣に
関するロンドン条約 (同/f･B月3E]発効),およびその後の1950年1川 4日に調印された欧 三
〇
(1)CfPatrickDolat.DrmtCur()DeJenetdroldel'Unl()TIPJ/rOf･pIL7nne.Parts,Slrey.3ernpbdltlOn,
ZOIO,
(21それら10カ国とは,ベルギー,デンマーク,フランス,アイルランド,イタリア,ルクセンブ
ルク.ノルウェー,オラ ンダ,イギリス.スウェーデンである｡現在,欣州評議会の加盟国は47
カE]であり,さらに日本,米国,カナダ,メキシコ.バチカンの5カ凶が閣僚理事会にオフ'ザ-
バ とーして参JrLLている｡
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州人権保護条約 (1953年 9月3日発効)は.ヨーロッパの諸価値を確認し,促進し,擁護
することを目的とするものであったoLかし.鉄のカーテンが消滅 しヨーロッパが再編さ
れて以後,それらの条約の主要な目的は,次の4点に示される｡すなわち,｢(力人権,多元
的民主政,法の優位を擁護すること,LI21ヨーロッパの文化的アイデンティティーとその多
様性に対する自覚と尊重を促すこと.③社会に生起する諸問題 (少数者に対する差弧 排
外主義,不寛容,環境保護,クローン,エイズ,麻薬,組織犯罪)に対する解決策を探求
すること,④様々な改革 (政治改革,立法改革,憲法改革)を後押 しすることを通じて,
ヨーロッパでの民主主義の安定を発展させること3)｣であるOただし,欧州評議会が政府
間協力を基礎とした古典的な国際機関であるのに対 して,欧州人権条約は超国家的な裁判
管轄を有する点で,欧州評議会と区別される｡つまり,基本権保護の領域について,欧州
人権条約は,EC (欧州共同体)およびその後の EU (欧州連合)を設立するために広く受
け入れられる道筋をあらかじめ示 していたのである0
3 欧州人権条約は,米州機構 (OAS)が定めた米州人権条約 (1978年 7月18口発効)に
直接影響を与えた 1`㌧ そ して,1963年5月25口の77r)カ統一憲章 (これは,1981年 6月
28日のアフリカ人権憲章およびアフリカ人権裁判所設置のための議定書により補完されて
いる(5ノ)ち,そうした動きと無関係ではないoそれは,たとえアフリカ諸国が何よりも各
回の独立とその国有の文明の価値の保持を追究してきたとしても,である(6)｡ しかし,欧
州人権条約は,保障される権利を網羅的に規定するとともにrJ).条約の適糊を確実にする
(3)ConseldelEurope,LeCoTlSetlcuroDeL7 1.800mlJz(Jnsd'EuT･()♪e'ens,AtelierduConselde
l'Europe.2001,p7
[4) SemlnaraLetlZla,WachsmannPatrlCketZanghlClaud10.I.(･sejfet∫desarrdtsdelaCoup
in/eTlamelrlralnedesdroltSdelHomme,BruXeles.Bruylant.2009.Burgorgue-1JarSenLaurence,
UbedadeTorresAmayaetGarelaRanlirezSerglO.Leggrandesde'cISWlSdelaCour
〃ILe71amelrlCal/ledesDroltSderIIumme.Bruxeles,Bruylant.2008
(5)2004年6月25日の771)カ人権裁判所設置議定書の発効により,ア77)カでは,ア71)カ人権
委員会の役割を補完する新たな人権保護機関が設置されているoアフリカ人権委員会は脆弱で,
その文書も何らの法的効力を持たなかったため,アフリカ人権裁判所の設置は不可欠であると考
えられていた0771)カ人権裁判所の判決の執行は常に国家の意思に依存しているが.それにも
かかわらず,多数のljilによって個人申立権および追加議TL書の批准が承認されている (現在,20
数カ国で効力を有している)｡
(6) イスラムが人権を手にすることは.別の考え方に依るものであり.それは次の2つの法文書で
表明されたr,それは,77リカ会議機構事務総会で1979年に制'起された人権に関するイスラム貫
九 言と1981年9月19日にパ7)で宣言されたイスラム人権宣言である｡Lかし,Sudreによると,｢世
俗法がアラーを冒涜するという理由で,神の法に対する世俗法の優位をイスラム諸国家が拒否す
る限り,普遍的に宣言される人権とイスラム法との間には根本的なj'･盾が存在するo実定法上,
国際法規範相7_の間に序列が存在Lないのに対して,イスラムL司家においては,あらゆる匡日常法
Lの義務に対してシャリ7法が優位するといった序列が存在している｣,というr,ln:Drozl
lnEer7Zatio12aleteuroL)de′zdesdroltSdelHl)mme,PartsPUF,1995,pp107ets
(7) 資料 1 (後掲)を参照0
12
同 法 (60- 1) 218
ための実効的裁判手続を定めているために(8),基本権保護に関するもっとも完成された範
型である｡欧州人権条約およびその議定書に違反すれば,国家の申立てだけでなく個人の
個人的利益を弁明することなく,｢他の締約Lji]による条約及びその議定書の規定について主
張する違反を裁判所に付託することができる｣(33条)｡さらに ｢裁判所は,条約又はその
議定書に定める権利が締約国の山による侵害の犠牲者であると主張する自然人,非政府団
体又は個人の集団からの申立てを受理することができる｣(34粂)のである｡
4.現在,欧州評議会に加盟する47カ国はすべて欧州人権条約を批准しており,欧州人権
裁判所のすべての権限を容認しているOさらに,1)スボン条約において,EU それ自体も
また同条約に加入することが予定されているO 欧州人権条約適用の統制システムは.基本
的にヨーロッパの公序維持に関する締約国間相互の信頼を反映するものとなっている､⊃こ
れは,2段階の進展を遂げてきた結果であり,そしてまもなく3段階目の局面を迎えるこ
とになる｡第-に,欧州人権裁判所の構成と戎判手続は,1950年の放州人権条約第2節で
定められたものであるが,それは,1998年11月1日の第11議定書の発効により抜本的に改
iEされたOこの改iE.は.欧州評議会がヨーロ､ソバ全休に拡大 したことを受けて,欧州人権
裁判所が行なう主要な任務を保持しながらも,訴訟の効率性と実効性を確保するために行
われたものである｡すなわち,欧州人権裁判所が受理 した個人中立件数は,1957年に101
件,1981年に404件であったが (これらは,フランスが個人申立権を承認する以前のもので
ある),この数字は.1993年に2037件,1997年に4750件,2002年に34546件,そして2008年
には49850件へと増大 した｡2008年12月31日時点で,97300件の事件が係属しており,これ
は前年比で23%の増加である〔け)｡5年以上も安する手続の遅さは問題であるが,欧州人権
裁判所が公正手続原則違反に関する欧州人権条約第6条1項を援用することで申立て数が
多いことについて締約国を非難 しないために,より一層困った事態になっているoそれゆ
え,欧州人権裁判所の改革は,第14議定書および第14の2議定書において今なお模索され
ており,これらはそれぞれ2004年5月13日および2009年 5月27日に構成国の署名を待たが,
このうち後者のみが2009年10月1日に発効した｡｢ヨーロッパ及び各国のレベルで欧州人権
条約の適用の実効性を確保する｣ため,構成匡‖ま2006年5月13Hまでに第14議定書を批准
する義務を負っていたが 仰,ロシアの拒否を乗 り越えるため,構成国は第14の2議定書を
採択した｡｢第14の2議定書は.もっぱら第14議定書発効までの暫定的 ･一時的措置として
定められたものであるため.第14議定書から2つの手続内容すなわち,単独裁判官制の導
入と3人の合議制裁判の権限拡大だけを取り入れることに意図的に限定しているOこれら 八
(8)資料2 (後摘)を参照｡
(9)CourEDH,Rapportannuel2008,Strasbourg,2009,pp.125ets.
(10)Conseildel'Europe,1hpDortexPlCdtj'surleprotocoIL,nD14alaCom,entTOndesauuegardedes
droTlSdel'Hr7mmeetdeshbertdsfoJlda桝entaLesamendanllesysldmedeconlrdledela
ConL,entl0n,STCEnDi94.http//conventlOnSCOe.lot/Treaty/FR/Reports/Html/194.htm
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2つは,欧州人権裁判所の案件処理能力について極めて大きな効果を即座にもたらすであ
ろう｡準備作業においては他の措置を講 じる叶能性についても議論があったが.そのこと
は第14議完書の採択を遅らせる恐れのあることが直ちに明らかになった｣ し川 ｡第11議定書
とは異なり,これらの改革では,欧州人権裁判所が設けた統制システムを抜本的に変える
ものではないが,合理的な期間内で事件を処理し,徹底審理の要求される事件に集中する
のに不可欠な手続 Lの手段 と柔軟性を裁判所に与えることによって,統制システムを改善
させることに何より主眼が置かれている｡
れた)は,主として次の3つの事項に関するものである｡すなわち,第一に,理由のない
大量の事件を退けるための裁判所のフィルター能力の強化 〔第14議定書 6条,7粂〕,第二
に,類似案件の規制 〔第14議定書8条〕,第二に,中二17人が何ら不利益を被っていない事件
に関する受理基準の改正である 〔第14議定書12条〕｡次いで,この制度は別の内容によって
補完されている｡第14議定書第16条によると,閣僚委員会は,判決に従わない構成国に対
する義務違反の訴えを,裁判所に提起することができるLl2rDさらに,同議定書第17条は.
リスボン条約批准後 EUが欧州人権条約に加盟するために,欧州人権条約第59条を改正 し
ているI】LH｡2002年,欧州人権委員会 (CDDH)は.EU の加盟がもたらす法的 ･技術的問
(ll) ConselLdel'Europe,R上砂 (JrlexPIz(.aflfsz/rleprofoc()lePlo14alaConvell10ndeLWuL,egardedes
droLlsderHommeeldeshbertelsfo17damentaleSamL77da7ZJ le りl号とdmedcct)lfrdlL,dela
Convent10n,STCEnD194.http//conventlOnS.COelnt/Treaty/FR/Reports/Html/194.htm
(12)欣川人権条約第14議証書第16条 欧州人権条約第46条は,次のように改正する｡
｢第46条 判決の拘束力と執行
1 締約国は,自lEJが当事者であるいかなる事件においても,裁判所の終結判決に従うことを約
束するリ
2.裁判所の終結判決は.閣僚委員会に送付され,閣僚委員会はその執行を監視する0
3 閣僚委員会は.終局判決の執行の監視が判決の解釈の問題によって妨げられると認める場合,
当該解釈問題の判断を求めるため,事案を裁判所に付託することができるO付託決定には,閣
僚委員会に出席する権利を有する代表の3分の2の多数を必要とする｡
4.閣僚委員会は,締約国が自国が当事者である事件の終結判決に従っていないと認める場[丁,
当該締約国にrE式の通告をした後に,かつ.閣僚委員会に出席する権利を有する代表者の3分
の2の多数によって,当該締約fILが1に基づく義務を実行するのを怠っていたかどうかの問題
を裁判所に付託することができる0
5.裁判所は,1の違反を認定した場合,とるべき措置を検討するために閣僚委員会に事件を付
託する｡裁判所は,lの違反を認定Lない場合.閣僚委員会に事件を付託し,閣僚委員会は,
事件の審理を終J'する｡｣
(13)欧州人権条約第14議定書第17条 欧州人権条約第59条は,次のように改正するo
l 新2項が挿入され,その文言は次のようになる｡
｢Z.欧州連合は,この条約に加入することができる｢)｣
2 2,3及び4は,それぞれ3.4及び5とするo
(14)DocumentDC-II(2002)006
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約の議定書の修了仁で解決されるものもあれば.EU と欧州人権条約加盟国との間で締結さ
れる条約によって解決されるものもある｡
6 全体として見ると,第14議定書および第14の2議定書で行われた改iFは,欧州人権条
約が実施する基本権保護システムを根本的に変更するものではなく,むしろそれらは,制
定過程の議論〔15-によると,基本権保護のメカニズムを改善しようとするものであるDただ
し,EU が欧州人権条約に加盟するために行われた第59条の改正は別である｡この改正の
もつ法的な潜在ノJは,今なお解明されないままであるo実際,改T:後の欧州連合条約 〔リ
スボン条約〕第6条§2によると,｢EUは.人権及び基本的自由を保護するための欧州条
約 ｢欧州人権条約〕に加盟する｡この加盟は,二つの条約 〔放州連合条約と欧州連合運営
条約〕で定められた EUの権限を変更しない｡｣と定められている｡このような EUの欧
州人権条約への加盟は,ヨーロッパにおりる基本権保護システムの実効性,一貫性.法的
安定性を望む多くの法実務家の期待に応えるものである (§1)｡しかし,それはまた,多
くの問題と困難を必然的に引き起こすのであり,これらについて欧州人権委員会の報告書
は,基本的な法的対応策を提示している ｢§2)a
ち1 ヨーロッパの基本権保護システムの一貫性
の敵齢が生じるおそれ (A),あるいはまた判例のIlq故いに関する違いによって,大きな影
響を受けるO実際,いくつかの構成国では,欧州人権条約を根拠として,国内法秩序にお
いて EC法上の効果を承認する責任があることが確認される (B)o
A.判例が由酷をきたすおそれ
8 リスボン条約の発効以前,欣州共同体 (EC)や末だ国際法 Lの法人格を有していな
かった欧州連合 (EU)は,欧州人権条約に加照することができなかったノしたがって,欧
州人権裁判所は.EC 法に基づく諸行為を評価する権限を何ら有していなかった (CFDT
c/LesCommunauteseuropeennesetleursttatsmembers.dec,DelacommlSSIOndu10
Juilet1978)｡とは言うものの,ECの法秩序が基本権の尊重から免れていたわけではなかっ
た｡さらに,欧州人権裁判所は,法の一般原理 (CJCH,17dec,1970,hzter71at107Zale
(15)F.BenC)it-Rohmerは,次のように述べているし｢第14議定講は,切望されて採択され/=もので
はなかったo重要な先決事項の要求に拘束された新たな受理酎牛を追加することの妥当性につい 六
て,最後までいくつかの構成Eqを説得しなければならなかったのである｡この改革が,欣州諸匡J
の誇りである個人申＼三権に刈する深刻な侵害をもたらすことなく,長期的に欧州人権裁判所の停
滞を政清できるか否かについては.定かでないeln A"LePr･otocolenq14alaCEDH uneatelnte
audroltderec｡urslndlVldueldevantlaCoureuropeennedesdr()ItsdelHommeワカ,IJeS
co71/ere71ccSdtLCuTqua"lenazredt,lIlIEE,19532003,Strasbotlrg lnst】tutdesHautesi:tudes
Europeenne,pp28et44
15
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Ha71delgesellschaft:28oct.1975,Rutll7,21sept｡1989,Hoechstetautres)を採用するこ
とで,EC の法秩序においても基本権が欧州人権条約と ｢同等の保護を受ける｣ことを確
認した (M.& Co.C/Alemagne,dec DelaCommlSSIOndu9fevrier1990,CEDli,
Grandechamber.Af.Bosf'horlESC/Irlande,requetenl145036/98,30juln2005)｡この保
護はまた,基本権に明示的に言及する規定とりわけ欧州人権条約に明示的に言及する規定
(例えば第6条および第46条d号)'16)が欧州連合条約の中に挿入されたことによって強化
された,_ただし,リスボン条約が適用されて EUがローマ条約に加盟するまでは,リスボ
ン条約は,同じ規定を根拠とするものの,もっぱら構成国だけを拘束する｡
9.このような非対称性は,欧州人権裁判所 (ストラスブール)と欧州司法敢判所 (ルク
センブルク)との間に判例の離断をもたらす,実際,そのような例がいくつか存在する
(CJCE,sept 1989,Hoechslおよび従属の尊重に関する CEDH,16.16dec.1992,
NlemetZC/Allemagneなと)｡しかし逆説的ではあるが.リスボン条約発効後に欧州基本
権憲章が法的拘束力を有したときり71,欧州基本権憲章を実施するために,欧州司法裁判所
が欧州人権条約と同じ問題領域につき憲章に言及することを梼曙しないならば(18),そうし
た配船の例は,同条約発効後,一層増加するであろう｡たしかに,欧州基本権憲章第52条
§3は,｢この憲章が欧州人権条約によって保障される権利に相当する権利を含む限りにお
いて,これら権利の意味及び範囲は,当該条約に定める権利にり･えられたものと同一の意
味及び範囲を有する｣が,しかし,｢この規定は,EU法がより広範な保護を保障すること
を妨げるものではない｣と定めているL,それゆえ,欧州司法裁判所の判例は,欧州人権裁
判所を誘引する効果をもっている仙 02002年7月11日.GoodwlnC′Royaume-Uni事件に
おいて欧州人権裁判所大法廷が言い渡した判決は,性転換者に関する婚姻の権利の領分に
ついて,すでにそうした力学があることを示している∩すなわち,欧州司法裁判所の裁判
したJ20㌧ これに対して,欧州人権裁判所は,同性愛者の婚姻について構成国の立法にゆだ
(17JLaChartedesdroltSfondamentauxdel'UnlOnaateadopteparleConsel.LeParlement
europeenetlaCommlSSIOnle12decembre2007,JOUE,noC303du14decembre2007.
姻 TPl,3ma12002.JdgO-QLLe're'etCleSjl E,/CommlSSL(Jn,af,T-177/01.MatsCetarretaete
annuleparlaCJCE.1e1avrl12004,C(JmmlSSLOnr'Je'gO-QtLe're/,afC-263/02P.
(19)欧州人権裁判所裁判官のFISChbachは,次のように述べているO｢欧州評議会構成国において,
EU法と欧州人権条約で碑認され実施されている基本権とがどのような関係にあるかは,結局の
ところEU法内部における欧州人権条約と欧州人権裁判所の位置づけが唆味であるため.現時,r:･J.
においてもなお未解決のままである｡｣1n 《L'adhesIOnde1Un】oneuropeenneaLaConventlOn
europeenrledesdroltSdel'Homme-LaCharft7desdroztsfr)ndamentauxdel'Un1071eurObe'enタLe-
Cr)nferencearUm7)erSZledrAuuergne.C()nseldcl'Europe,29nov2002､
Cz佃 CfegalementCJCE,7lanvler2004,KE cNat10nalHealthSeruzL-ePe71Sln/LSAgencJ,et
SecrelaryofStateforHel1lh,al士C-117/01.
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ねたのである(2㌔
ら.欧州人権裁判所に対するECの責任免除
10.さて,リスボン条約の発効以前において,EC が欧州人権裁判所から責任を追及され
たり負荷されることはなかった｡EC は欧州人権裁判所において原告にも被告にもなるこ
とができなかったのである｡SenatorLlneS社が提起した申立ての受理可能性に関する2004
年3月10E]の決定 (Scnatw I,lneSC,/lpsQumzeiLaLsmembresdel'Umoneurobde/lne
(requiteno56672/00))において,欧州人権裁判所大法廷は,EC 諸機関の行為に関する
EU構成国の個別的責任又は集合的責任を当然には拒否しなかった｡同法廷は,むしろ｢本
件の事実からは,原告会社が欧州人権条約に由来する権利の侵害を受けた被害者であると
いうことはできない｣と述べて,別の不受理事由を選択したのである｡このSenatorLines
判決で解決されなかった原理的問題は,同じような裁判的保護が問題となった Emesa
SugarNVC/Pays-Bas事件において,再度提起されることになった｡同事件は,より具体
的には.国内裁判所への移送を決定した欧州司法裁判所における EC政府委員の介入条件
に関うるものである｡しかし,2005年 1月13日に下された決定において,欧州人権裁判所
は,租税手続には欧州人権条約第6条§1が適周されないことを理由として,請求を不受
理とした｡
11 これとは逆に,EUが欧州人権条約に加盟するまでの EU構成国の状況は,まったく
異なるものであった｡すなわち,欧州人権裁判所は欧州人権条約に照らして,EC 法上の
約束の執行につき構成国に責任があることを認めているしたしかに,構成国が自らの国際
的義務を免れるために,ECとの約束をU実にすることは,許されないことであろう｡1996
年11月15日の CantonlC/France判決において,欧州人権裁判所は.EC指令を移管する
ために採択されたフランスの法律を欧州人権条約に従って解釈することを認めた｡さらに,
1999年2月18日の Matthewsc/Royaume-Unlにおいて.欧州人権裁判所は,EC設立条
約に基づ く義務の履行の際になされた行為を根拠にイギリスの責任を認めることで,初め
て構成国を非難した｡
12.ECの行為に基づく損害賠償責任に関して存する ECと構成国との間における取扱い
(20 CfCourEDH､10rna12001.MalaE.deuezcEspagne,requetenD56501欧州司法協力委員会 二
(CDCJ)によると.｢本件において.欣4.I人権裁判所は,遺族年金受給権について定めた当該構 一
成国の法律は性的指向に基Ijく別異取扱いをもたらすものであったが,そうした法律は,例えば 四
｢婚姻関係に基づく家族の保護｣がそうであるようにiL当な目的を有する,と判断し/=｡これを
もとにすると.既定の別異取扱いは国家の評価裁量に属するとみなされるため,当該申立てはイ＼
受理との結論が下されることになる｣,という｡lnEludecompartllUeSurILrdgleme71tatl0ndes
parlenanatsdanSJesEtatsmembresduCo7lt'-elLdel'Eu7･OE'e,enDueded所m'desme5ureS
suscef)tlbLesd'dzJ2Ee7･LadとS(rlmlnafTOIZfoナLdelesurl'orzental10nJeXZLeleuul'lde7Llte'degenre.CDCJ
(2009)9,Strasbourg,pp17ets
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の不平等,並びに欧州人権就別所と欧州=pl法裁判所との間において判例の齢齢が増大する
危険は,EUが欧州人権穀判所に加盟することを定める改正欧州連合条約第6条§2にそ
$2 EUの欧州人権集約への加盟
EUの紙州人権条約への加盟は,アムステルダム条約の交渉時から,公式に議論され続
けているoこの考えは,もともと軟州議会 (Parlement)および欧州委員会 LCommlSSIOn)
で支拝されていたが,欧州連合理事会 (ColSeildel'UnlOnEuropeene)はこれに反対し
た｡提起された諸問題を法的に画定するため,1996年3月28口欧州司法裁判所は,欧州連
合理事会の請求に応 じて,極めて注目すべき意見を提出した LAvIS2/94.R.ト1759)｡そ
れによると,欧州司法枚判所は,｢たとえ人権の尊重が ECの行為の正当性の一つの条件で
あるとしても,ECが欧州人権条約へ加盟することは,ECが別の国際システムに組み込ま
れると同時に,欧州人権条約の全規定が EC法秩序に統合されることを含意するのである
から,それは人権保護に関するECの現行制度を実質的に変更するものであると確認せざ
るを得ない｣のであって,こうした改革は ｢大きな機構改革｣である,と述べた｡アムス
テルダム条約およびニース条約の交渉委員たちはこの方途をとることを望んでいなかった
合に国際法上の法人格を承認しており,｢欧州連合が ECに取って代わるものであり,かつ
それを承継する｣ことを認めている0第二に,改正欧州連合条約第6条§2によると,｢欧
州連合は,人権及び基本的臼由を保護するための欧伸条約 〔欧州人権条約〕に加盟する｣
と規/aされているが,この加盟によって条約で'JtめられたEUの権限が変更されることはな
い,とされている()技術的および法的に解決されるべき多くの問題がなお残されているが,
cZ2)本条は,第8議定書においても触れられている､
｢締約匝=ま,肱川連合条約及び欧州フ垂常条約にT､J属する｢記の諸規定にFnl意する0
第l条 欧州連/i,'条約第6条§2で定めらjLている,ELJTの人権及び基本的自由の保護に関する
欧州灸約 (以下 ｢欧州人権条約｣というし)-の加欝=こ関する合意は,卜拙 二掲げるELTとEU
法に関する特殊性を保持することの必安仲を反映しなければならない｡
a)欧州人権条約の統制機関にELTが参加するための特別の方法
b)非構成1司の提起する訴訟及び個人の擢起する訴訟が,事案に応じて構成riTIJ及びEUに対して
正しく向けられることを保障するのに必要な別使
第2条 第1条のFp憎.は,EUの加盟がEUの棒LiR及びその組織の権限に何らの貫之響をもたらさ
ないことを保障するものでなければならないLlそれはまた.上記規定が欧州人権条約とりわけ
その議'/E書に関する構成国の特別の地位,並びに第15条に息づいて講じられる欧州人権条約の
免脱による構成国の括帯及び第57条に基づいて規'/Liされる欧トl人権粂約-の構成[有川二よる留保
に,何らの影響を与えるものでないことが保障するものでなければならないC
第3条 第1条の同意に関する規定は,欧州逮常条約第344条に何らの影響を及ぼすものであって
はならない｡｣
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それらは,欧州人権委員会 (CDDH)a)報告書 (2002年6月28E])で取り上げられた心｡
その間題とは.EU が欧州人権条約に加盟するために必要な条約改正と加盟手続の力法
(AJ,並びにEUの地位および欧州人権裁判所への参画 (B)についてである｡
A.欧州人権条約の改正とEUの加盟手続
13.欧州人権委員会報告書は.EU が欧州人権条約およびその議定書に加入する場合に改
正することが必要又は望ましい規定を,次の3つの類型に区別しているo第-は,欧州人
権条約上にある既存規定の文言の修正.であり,第二は,欧州人権条約で用いられている言
葉の意味およびそれがEUという特別の場合にも適合するものであること (例えば,構成
国を示唆する用語)を明確にする追加規定,第二は,EU の予算配分などの行政的 ･技術
的問題である｡
14,これらの変更の一部は,署名 ･批准後に全構成国のT司意を得て発効する修正議定書で
扱うこともできるし,欣州人権条約に加盟するすべての構成国とEUとの間で直接署名さ
れる加盟条約の形式をとることもできる｡このうち後者の解決法は,欧州連合条約第6条
§2で定められた方法であり,多くの利点を有するO それは,すなわち,EU は,加盟条
約のすべての規定に直接的に拘束されることである｡この方法は.一度限りの手続に基づ
くものであるのに対して,先に修正議定書の批准又は承認を得る方法は,その後にEUが
加盟することが前提となるoその上,加盟条約によると,EU の加員削二伴う諸税'iEをより
明確に示うことができるc
B.EUの地位および EUの欧州人権集約への参画
欧州人権条約の構成員としてのEUの地位は,構成国の地位と同じではあり得ない｡と
いうのも,EU は国家ではないからである｡それゆえ,EU が欧州人権条約へ加盟するに
は.あらかじめ多くの欧州人権条約を改正することが必要である｡それらは,欧州人権裁
判所における手続に関するもの (10),EUの閣僚理事会-の参加方法 (2｡),そして,欧
州人権条約で使用される用語に充てられるべき解釈 (30)にかかわる｡
lO 欧州人権裁判所における手続
15.i)先ず,欧州人権条約第35粂§2の解釈に取り掛かるのがよいであろうt､同条項に
よると,欧州司法裁判所は ｢その他の審査機関又は審決機関｣であると認定され,これに
は欧州人権親判所の統制システムが適用されないとされるGEU の法システムにおいて規 ;
に行われている救済持置は.第35粂§1の意味での国内的放済措置とみなされなければな
Cz3) Comlt6DDIi,EludedesqlieShonsjurldt(IueSellechmqzLe∫d'u/zee'zJenhLeleadhe'sz(JnlleH'E,I
del'UEa/ai:onuentoneuroPe'ennedesdrotsdel'Homme,28Juln2002,DG-ⅠⅠ(2002)006,op
clt.
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らない｡｢EUの欧州人権条約への加盟後も,ELI法に関する問題および EUの/1了為の有効
性の問題については,欧州TrlJtI去裁判所が唯一かつ最高の審判機関であり掛 ナるであろうC
欧州人権裁判所は,いかなる場合も,最高の裁判機関とみなすことはできず.それはむし
ろ,欧州人権条約-の加盟に由来する同際法上の義務をF,lTが遵守しているかどうかにつ
いて外的にコントロールする特別裁判管轄であるとみなすことができるであろう｣ (24′｡し
たがって,欧州司法裁判所は,欧州人権裁判所との関係では構成国の憲法裁判所に相応す
る地位を有するであろう0
16.l)欧州人権条約の現行規定の改正を得ることなく加盟した場合.EU は,自らに対
して訴えが提起されたとき,通常の被'utとして手続に参加することができるoEU は,他
の締約F]ilと同じ資格で,書面の陳述を提出し又は口頭審現を行う/=めに召喚されることが
できる (第36条§2)｡｢締約国 (ressortlSSantS)｣の譜が ｢EU市民 rcitoyensdelUruon)｣
を含むとする解釈条項のおかけで,EU はまた,今後規定される方法に従い,第三者参加
権 (droltdetlerCelntCrVCntion)を有する (第36粂§1)o
l7.l上i)EC法の適用に関する事件において EUが ｢共同被告｣として参加する場合,間
違引ま少し複雑であるoEU法を適用して構成国がとった措置によって,当該 EU構成国が
欧州人権条約違反を行った場合,EU の参加はとりわけ意味があるであろう｡この場合,
EU は,当該構成国の決定に基づく措置について当該構成国と協力するなどにより,自ら
を防御することができる｡同様に,EU に対する訴えが提起されたとき,EU 構成国には
共同被告として手続に参加する口J能性が認められなくてほならないであろう｡
18 1V)さらに,EU の資格で連出された裁判官の欧州人権裁判所-の参加およびその地
位の問題には.様々な困難が伴うし.それらは,とくにEITと国家を区別する基準に関する
ものであるOこれについては.これまで次のように言われてきた｡｢EUは,国家に与えら
れているような主権的な権限をもたない〔,しかし他方で,次のようにも言われてきた｡す
なわち,欧州共同体 (EC)は,構成国とは区別される法人格をもっており,その行為に人
権が適用され,そして,EC (又は EU)構成剛 ま,自らの権限をそれらに移譲したため
判所は,締約国の数と同数の裁判官で構成される｡この原則のおかげで,以下のような多
士 くのことが確保されるのであるしすなわち.欧州の異なる法システムを表象し評価できる
- こと,すべての構成国が欧州人権条約の規定する人権の集団的保障システムに参画できる
こと,欧州人権裁判所の決定に正当性が認められること,であるoLたがって,t記問題
糾 M FISChbach,JugealaCourFJl〕H,LaCh{17･tede5d7･ワItSf,)ndamc7由u.rdprUm o71eurOPdeflnp
-ConfelrencealUm'uerslte'd'A抑ergne.OL)clf
GZ51DG-II(2002)006,oj).clt.,p 16
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判官が公平と独一t7_の原理を尊重する他の裁判官と両輪をなす形で参画することである｡
19.V)最後に,欧州司法裁判所が欧州人権条約の解釈を欧州人権数判所に請求すること
を認める先決問題移送手続を導入する有肝性については,いまだ決着を見ていない｡この
手続は,判例の齢髄を防1LL,偶人からの咋j)Jてを減少させることができるであろうcL
かし,それにも不都合がないわけではないLつすなわち.欧州司法裁判所と他の上級裁判所
や最高裁判所とのアンバランスであり,このためそうした権限は凍認されていない｡また,
係属手続の遅延の問題もある｢′何れにせよ,このような改革には,欧州人権条約第47条の
改正が必要となるであろう0
20 閣僚理事会と判決の執行
20.現行法上,欧州委員会の委員は.閣僚理事会の会議と活動に参加することが許されて
いるが投票権を有しておらず.またW州評議会の決定手続からも排除されている｡EU が
欧州人権条約の締約匡=こなるのであれば,EU が他の締約国と同様に投票権をもち,判決
の執行監視にも参画できることは当然のことであろう｡
30 欧州人権条約の文言の解釈
21.最後に,欧州人権条約の文言解釈に関しても様々な問題が生 じうる｡たとえば,欧州
人権条約の多くの条項において,｢構成国 (If:tat又は丘tats)｣の語が用いられているが,
これらの語がより広い意味で ｢締約当事者 (Hautespartiescontractantes)｣の概念を指し
示す/=めには,少なくとも一般的な解釈条項を挿入することが必要であろう(さらに,欧
州人権条約における幾つかの留保条項で用いられている絹語.たとえば｢国の安全(securiti
nationa】e)｣,｢国の経済的充足 bien-etre6conomiquedupays｣,｢LiJ土保全 (integritさ
territoriale)｣,あるいは ｢国内法 (lo主snationales)｣などは,国家を強く連想させるもの
である｡これらの言葉は,EU に適用するために再定義するという困難な措置をあらかじ
め講じなくても,場面に応 じて EUに適用することができるであろう｡
〔付記l 本稿は,2010年2月13日に岡山大学大学院社会文化科学研究科で開催された学
内 COE法学系匡】際シンポジウム ｢現代の権力論と人権｣における報告原稿である (資料 二
1,2を含む)0
報告者のP.ドラ氏は,ストラスブール人草政治学院 (シアンス ･ポ)准教授であり.
専攻は欧州法およびEU法である｡近著に 『欧州法とEtT法』(2007年,2010年改訂予定)
および Fヨーロッパ市民権』(2008年)などがある｡
なお,同氏による詳細な参考文献一覧は.今後の研究にとって有意義であると思われた
ため,本稿末尾に収録することにしたOご活用いただければ幸いである｡(井上武史)
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資料 1 欧州人権集約で承認されている権利 ･自由と追加議定書
第 1条 .人権を尊重する義務
第 1節 権利及び臼由
第2条 .'生命に対する権利
第3条 拷問の禁止
第4条 奴隷の状態及び強制労働の禁止
第5条 ●自由及び安全に対する権利
第6条 ●公正な裁判を受ける権利
第7条 :法律なくして刑罰なし
第B条 私生活及び家族生活の尊重についての権利
第9条 思想,良心及び宗教の｢｣由
第10条 表硯の自由
第11条 .'集会及び結社の臼由
第12条 ●婚姻についての権利
第13条 .実効的救済についての権利
第14条 .差別の禁lL
第15条 :緊急状態における例外
第16条 :外l司人の政治活動の制限
第17粂 一権利の濫用の栗山
第18条 :権利制約事由の使用に対する制限
第2節 欧州人権裁判所
第3節 雑則
第 1議定書
第 1条 :財産の保護
第2条 .教育についての権利
第3条 自由選挙についての権利
第 4議定書
第 1条 ■債務による拘留の禁IL
oh 芸23芸 ‥冨芸n霊宝の禁.L
第4条 外国人の集団的追放の禁止
第6議定書
等1条 死刑の廃止
第2条 一戦時等における死刑
第3条 例外の禁止
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第4条 .留保の禁止
第7議定書
第 1条 ●外国人の追放についての手続保障
第 2条 刑事事件における上訴の権利
第3条 一誤審による有罪判決に対する補償
第4条 一事不再理
第 5条 配偶者の平等
第12議定書し26)
第 1条 差別の一般的禁止
第13議定書
第 1条 .(あらゆる状況における)死刑の廃止
第2粂 例外の禁止
第 3条 .留保の禁止
C!61第12議定書は,2000年11月4日にロー マで署名され.2005年4月1日発効 した (ただし,フラ
ンスを除く)0
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資料2 欧州人権集約の統制メカニズム (第77議定書 (7950年17月4日)による修正後'27.)
第2節 欧州人権裁判所し2i､
第19条 (裁判所の設置) この条約及び条約の議定書において締約国が行った約束の遵守
を確保するために.欧州人権裁判所 (以下｢裁判所｣という｡)を設立する｡裁判所は,常
設の機関として機能するLl
第20条 (裁判官の数) 裁判所は,締約国の数と同数の裁判官で構成されるQ
Conventlon
europ台ennedes
｢＼三 甲堅ン ノ ｢
EtatcontreEtat
article33
(JUT/'dl'clIOnOblJ'gatolre)
国家の申立て 第33条
(義務的裁判管轄)
Coureuropeenne
desdro)tsdeJ'Honlme
欧州人権裁判所
一 一 一 一Th -
LndividucontreEtat
artl'cle34
(jurI'dI'clionoblgatOI're)
個人の申立て 34条
(義務的裁判管轄)
DecISionsurlarecevabilite(articles29et35)
受理決定手続 (29条 ～35条J
l
EtabHssementdesfaits,Tentatrvedereglement
amiablesurlabasedurespectdesdroltSdeI-homme
(artlCles38et39)
事実認定 ･人権の尊重を基礎とする友好的解決方法への試み
(38条 ･39条)
Arret
delaCourEuropeenne
desDroitsdelHomme
欧州人権裁判所の判決
LeComitedesMlnistres
contraleL'ex6cutiondel'ar色tdelaCour
article46.$2
閣僚理事会による判決の執行監視
(46条 §2)
抑 Sourcehtp//Wwwcoetnt/T/F/DroltS_de-1'hollme
Q8jNouveautltreIIconforrnementauxdisposlt1-フnsduprotocolenoll(STEno155)
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